
金
津
古
蹟
志
春
三

城
郭
諸
曲
輪
上

。
本

丸

金
津
府
城
は
往
昔
尾
山
と
稀
し
.
小
立
野
山
崎
山
の
尾
崎
に
て
、
山

城
た
る
中
に
も
、
本
丸
の
地
は
殊
に
高
く
、
尾
山
の
名
は
本
丸
の
地

よ
り
起
れ
り
と
云
ふ
。
奮
務
三
世
櫨
中
納
言
利
常
卿
、
松
坂
検
校
に

尾
山
の
濫
鰯
を
尋
問
あ
り
け
る
に
、
昔
一
挨
闘
成
り
し
比
、
本
願
寺

の
末
寺
を
建
立
す
る
に
、
此
の
地
能
き
と
て
、
時
の
頭
取
仕
る
者
、

尾
山
と
て
芝
山
な
る
を
米
六
石
に
永
代
賀
ひ
取
り
、
道
場
を
建
立

ハ
据
む

し
‘
本
願
寺
と
名
付
け
た
り
。
共
の
地
今
の
本
丸
た
り
と
言
上
せ
し

曲
、
毛
利
隼
之
助
詮
径
の
拾
纂
名
言
記
、
松
梅
語
圏
に
載
せ
た
り
。

三
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
一
式
ふ
。
和
歌
者
流
尾
山
城
を
飽
の
尾
山
と

顔
ま
せ
た
り
。
文
化
八
年
金
城
殿
間
金
〈
成
り
し
と
き
‘
二
月
十
八

日
越
中
古
国
府
勝
興
寺
の
悶
郁
、
散
策
の
見
物
を
命
ぜ
ら
れ
し
に
詠

歌
あ
り
。

金
滞
古
蹟
志
巻
三

高
代
の
砲
の
尾
山
の
殿
づ
く
り

仰
く
も
高
し
励
き
た
き
か
げ

按
・
宇
る
に
、
砲
の
尾
山
は
遜
衆
山
に
た
と
へ
、
高
代
不
易
を
祝
し
た

る
歌
た
り
と
聞
ゆ
。
倭
訓
架
に
、
か
め
山
は
蓬
莱
山
を
い
ふ
。
か
め

の
う
へ
た
る
山
と
も
よ
め
り
。
此
の
か
め
は
謹
也
。
蓬
莱
を
戴
き
し

故
事
、
列
子
に
見
え
た
り
。
新
六
帖
に
。

い
か
に
し
て
行
き
て
零
ね
ん
か
め
山
に

し
友
ぬ
く
す
り
は
あ
り
と
い
ふ
た
り

又
姻
河
百
首
に
修
理
大
夫
瀬
季

義
高
き
と
し
の
を
山
に
い
る
人
は

柴
寧
に
て
か
へ
る
た
り
け
り

安
法
法
師
家
集
に
越
の
を
山
を
よ
め
る
歌

と
し
の
を
の
山
の
紅
葉
の
ま
だ
し
き
は

外
よ
り
し
ぐ
れ
く
る
ま
な
り
け
り

按
や
る
に
、
越
の
尾
山
は
白
山
の
尾
山
に
て
や
あ
ら
む
。
若
し
然
ら

ぽ
金
棒
た
り
。
尾
山
と
同
意
に
て
、
城
地
を
尾
山
と
い
ふ
も
、
或
は

白
山
の
尾
山
た
り
と
い
へ
り
。
藻
盤
草
或
は
夫
木
抄
た
E
K
、
越
の

を
山
は
越
中
の
山
た
る
よ
し
註
す
れ
芝
、
取
る
に
足
ら
歩
。
高
葉
集




